
副院長・救急総合診療部長 小 西 弘 起

コロナに始まりコロナで終わろうとしているこの一年（第三波は簡単に終わってくれそうにもありませ

んが）、地域の医療機関の皆様におかれましては多忙な毎日の中で、診療活動とともに職員の健康管理にも

ご苦労されていることと推察いたします。

さて、当院では11月の末に発生したCOVID-19 院内クラスターの対応のため、救急診療を始め様々な

面で地域の医療機関の皆様に多大のご迷惑をおかけいたしましたことをこの場を借りてお詫び申し上げま

す。現時点で感染の拡大は概ね抑えられてはおりますが、いまだ収束には至っておりません。今年度も年

末年始の救急診療体制のご案内をする頃となり以下のように予定をしておりますが、状況により変更があ

り得ることを御了解いただきますようお願い申し上げます。

当院では皆様のご理解とご協力のもと、内科・外科系全日24時間一次二次救急診療体制、小児科二次救

急輪番体制を継続しておりますが、この年末年始は一般外来診療が休診となる12月29日（火）から１月３

日（日）までの６日間を内科・外科系の２科体制で24時間救急診療を行います。外科系診療は消化器外科・

整形外科・泌尿器科・皮膚科が交代制で担当し、耳鼻咽喉科は強化診療科として外科系診療とは別に救急

当番日を決めて救急診療を行います。また、小児科は小児二次救急輪番として当番日を決めて救急診療を

行いますので、ご確認をお願い致します。さらに今回の年始は４日（月）から通常通りの体制となります。

例年、年末年始の救急診療は多忙を極めます。緊急手術や重症患者対応などにより救急担当医がすぐに

対応できない場合もあります。また、救急担当診療科の予定が変更になる場合もあり得ます。さらに人員、

機材の関連で対応が不可能となった疾病が生じている事もあります。さらに本年はコロナ禍がどのように

なっているか全く予想がつきません。救急患者さんのご紹介に際しましては、予め電話等で当日の担当診

療科の確認とともに受け入れの可否をご確認くださいますように重ねてお願い致します。

最後に、この紙面を借りまして、皆様からの日頃のご厚情に感謝を申し上げます。皆様のお陰をもちま
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して、今年度も初診患者の紹介率の増加は地域医療支援病院の指定継続の大きな支えになっております。

皆様のご期待に応え、地域医療支援病院の名に恥じないように、全職員が弛まぬ努力を行ってまいります

ので、今後とも一層のご支援とご協力を宜しくお願い申し上げます。

透析室看護師 岡 田 真 紀

当院では、腎臓内科に通院されている患者で、腎代替療法を選択しなければならない方に対し、医師の

指示で療法選択の相談を受けています。腎代替療法には、週３回施設や病院に通って行う血液透析、自宅

や職場において患者本人もしくは家族が行う腹膜透析、そして腎移植があります。当院の透析室では地域

の中核病院として急性期患者の透析療法や血液浄化療法、地域のクリニックで管理の難しい患者の外来維

持透析を担うとともに、療法選択の相談、腹膜透析を選択された患者に対する導入及び在宅での管理指導、

２週間ごとのフォローアップを行っております。

腎代替療法は患者の日常生活に多大な影響を与えるだけでなく、生命予後にも大きな影響をもたらしま

す。生活の質やライフスタイルの変化について理解し、納得して治療を選択するには十分な時間を必要と

します。治療への理解が十分でないことが原因で、透析を行うのに抵抗を示される患者も多数おられます。

そして仕事や自分のやりたいことを優先すると治療に時間が取れないと考えている患者もおられます。当

院で腹膜透析を選択される患者は少ないことから、医師からの説明では十分に理解できずに血液透析を選

択する人が多いのではないかと思っていました。腹膜透析は血液透析に比べて体への負担も少なく、通院

回数が少ないというメリットがあります。私たちは若年層の患者だけでなく高齢患者にとっても良い治療

ではないかと考えており、患者に治療についての理解を深めて欲しいとの思いもあり、2018年から療法選

択を相談できる場を設けて患者に関わっていくこととなりました。開設当初は手探りの状態で、院外研修

や勉強会に参加し、知識・技術の取得を行いました。

相談は一人の患者に30分から１時間かけて、治療についての説明を行いながら患者が自分の病気をどの

ようにとらえているのか、日常生活で気を付けていることや患者本人が生活の中で大切にしていることは

なにか、具体的な生活スケジュールなどについて看護師が話を聞きいています。そして患者と一緒に腎代

替療法について考え意思決定支援を行っています。また限られた時間の中で面談が円滑に進められるよう

に、事前に主治医や他の医師・看護師と情報共有をするなど、カンファレンスをしています。2018年度の

療法選択の相談に来られた患者数は26名でしたが、2019年度は42

名、今年度は11月までで50名を超えています。

療法選択の相談を初めて３年が経過しようとしています。今後

の課題としては、私たちが行っている療法選択の相談を評価して

いくことと、地域の医療機関や訪問看護ステーションとの連携を

はかっていくことが課題です。

放射線技部からの発信

放射線技術部技師長 酒 井 慎 治

兵庫県救急医療・救急業務功労者表彰を受賞いたしました

看護部からの発信 腎代替療法を選択するための相談をしています






当院では、院内を会場に、医師、コメディカルが講師となり、市民の皆さまを対象とした「市民公開講座」
を年６回開催しています。今年は開院50周年を記念して、公益財団法人兵庫県健康財団会長・武庫川女子大学
国際健康開発研究所長の家森幸男先生をお招きして、令和２年10月31日（土）に神戸新聞松方ホールで開催し、
311名の市民、関係者のご参加を頂きました。
当初の会場は神戸市医師会館で、新型コロナウイルス感染症感染対策のため定員の半数以下の70人で募集を
したところ、瞬く間に定員に達したため、急遽、会場を神戸新聞松方ホールに変更し定員を５倍にしましたが、
500名を超える応募を頂きました。
当日は有井院長による開会の挨拶から始まり、当院の脳神経内科部長・認知症疾患医療センター長の木原武
士医師が「認知症へのそなえ 〜認知症となっても困らないように〜」を、当院の院長代行・泌尿器科部長の中
村一郎医師が「手術支援ロボットda Vinci の時代から外科治療の現在・過去・未来を観（み）る」を講演いた
しました。その後、特別講演として公益財団法人兵庫県健康財団会長・武庫川女子大学国際健康開発研究所長
の家森先生より「健康寿命は自分で延ばせる－尿を測って認知症も防げるか？」と題して、健康と食について
豊富な資料とわかりやすい語り口でお話いただきました。プログラムは終了予定時間を超過しましたが、聴衆
のほとんどが途中で席を立つこともなく、最初から最後まで熱心に聞き入っておられました。また、今回、当
院で市民公開講座を開催していることを知り、今後の講座案内を希望される方が多数いらっしゃいました。


当院は、昭和45年１月に現在の地に西市民病院として開院し、今年でちょうど50周年を迎えました。
このたび10月11日（日）に、神戸市の久元喜造市長をはじめ多くのご来賓の皆さまにご出席いただき、「神
戸市立医療センター西市民病院開院五十周年記念式典・記念講演会」を開催いたしました。
記念講演会では、日本学士院長である井村裕夫先生より、「みんなで築く健康長寿社会―ポストコロナ時
代の医学医療―」と題して大変貴重なご講演をいただきました。
コロナ禍で多々制約のある中ではありましたが、感染対策を徹底しつつ、滞りなく実施することができま
したことに感謝し、ご出席いただいた皆さまに御礼申し上げます。
当院は、今後も引き続き、地域医療に貢献し、安全で質の高い心のこもった医療を提供してまいります。
これまで支えていただきました関係各位に改めて御礼申し上げますとともに、引き続きご支援、ご指導を賜
りますよう謹んでお願い申し上げます。

神戸市立医療センター西市民病院
院長 有 井 滋 樹

有井院長による主催者あいさつ 井村先生による記念講演会

有井院長の開会挨拶 会場の様子 家森幸男先生




